








化学専攻 田辺研究室 井澤 章太郎 
 
1. クロロカルボニルスルフェニルクロリド (CCSC) 反応剤を利用する 2(3H)-ベンゾチアゾ
ール-2-オン類の合成展開 
2(3H)-ベンゾチアゾール-2-オンは，抗イネいもち病殺
菌剤 Chlobenthiazone や選択的除草剤 Benazolin といった
安価で大量合成可能な農薬，医薬 Tiaramide, 天然物 
(±)-Mevashuntin に含有される重要 S,N-含有ヘテロ環で





CCSC）を利用する 2(3H)-ベンゾチアゾール-2-オン類を活用する Chlobenthiazone および 











率的活性化に基づき，市販または調整容易な TMS-NCSと安価な SO2Cl2 をを酸化剤として
用いる，アルデヒド・ケトン・エポキシド化合物のカチオン的またはアニオン的な位置選択
的チオシアナト化反応を報告している 3) 。 
著者はさらなる展開として，芳香族化合物に対する求電子的チオシアナト化反応を検討し
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